発眼卵の移入申込手順

一般社団法人　岩手県さけ・ます増殖協会
１．発眼卵の移出入取引の実態
(1)　ふ化場は、自己採卵が不足した旬の卵を確保するため、発眼卵で移入を申込む。(口約束)

(2)　申込を受けたふ化場は、自分のふ化場の採卵計画（資源構成）と調整しながら採卵する。
(3)　発眼卵は採卵してから発眼・移入するまで約１カ月位の期間を要する。
(4)　その後、発眼卵を申込んだふ化場から自河川の親魚そ上が順調になり、自己採卵により補充できるとして移入を断る例がある。
(5)　申込を受けたふ化場は、後になって移出を断られると自己採卵計画（資源構成）が崩れると共に、申込みに対する不安が伴い、信頼が欠如する。
２．申込の確認
以上のような状況から発眼卵の移出入は、必ず申込分を引受け、移出入を確立するよう本会が統一指導すると共に申込みの確認をとることとした。（理事会決定）
３．申込の手順
(1)　ふ化場間で発眼卵の申込みについて協議が整ったら、委託申込者は別紙様式により申込書を作成し、公印を捺印して(社)岩手県さけ・ます増殖協会（以下「増協」という）に送付する。
(2)　増協は申込みの確認者として公印を捺印して受託者へ送付する。委託者に写を回送する。
(3)　手順チャート
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